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関
東
大
震
災
の
火
災

　

今
年
は
関
東
大
震
災
１
０
０
年
の
節
目
の
年
で
あ

る
。
そ
の
教
訓
を
学
び
、
併
せ
て
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
防
災
対
策
を
考
え
る
年
に
し
た
い
。

　

関
東
大
震
災
で
は
推
定
10
万
５
０
０
０
人
が
亡
く

な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
約
９
万
人
が
火
災
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
東
京
市
の
本
所
被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠
跡
地

で
は
、
火
災
旋
風
に
よ
り
約
４
万
人
が
命
を
落
と
し

た
。
地
震
が
昼
食
時
だ
っ
た
た
め
、
か
ま
ど
、
七
輪

か
ら
同
時
多
発
的
に
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
、
風
速

10
ｍ
を
超
え
る
強
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
（
こ
の
時

期
に
は
月
に
１
回
あ
る
か
ど
う
か
の
頻
度
）、
大
八

車
に
載
せ
た
避
難
者
の
家
財
な
ど
が
燃
え
種
に
な
っ

た
こ
と
、
水
道
が
断
水
し
た
た
め
消
防
の
最
新
装
備

も
十
分
に
使
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
不
運
が
重

な
っ
た
こ
と
が
大
規
模
な
延
焼
火
災
を
招
き
、
火
災

被
害
を
拡
大
し
た
。

江
戸
時
代
の
大
火

　
「
火
事
と
喧け

ん
か嘩
は
江
戸
の
華
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

江
戸
に
は
火
災
が
多
く
発
生
し
た
。
な
ん
と
大
火
だ

け
で
２
６
０
年
間
で
約
90
回
に
及
ぶ
と
い
う
。
約
３

年
に
１
回
も
の
大
火
が
あ
る
の
で
、
長
屋
の
大
家
は

３
年
程
度
で
建
築
費
を
回
収
で
き
る
よ
う
な
簡
易
な

住
宅
を
建
て
た
。
そ
れ
が
ま
た
、
延
焼
火
災
を
引
き

起
こ
す
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。

　

最
も
大
き
な
火
災
は
、
１
６
５
７
年
１
月
に
発
生

し
た
明
暦
の
大
火
だ
。
江
戸
城
天
守
閣
が
焼
け
落
ち
、

10
万
余
人（
諸
説
あ
り
）が
命
を
落
と
し
た
。
し
か
し
、

以
後
の
大
火
で
は
、
１
７
７
２
年
の
明
和
の
大
火
で

数
千
人
、
１
８
０
６
年
文
化
の
大
火
で
１
２
０
０
余

人
と
、
死
者
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
は
消
防
体
制
の
変
化
に
あ
っ
た
。
江
戸

の
消
防
体
制
は
、
明
暦
の
大
火
前
の
１
６
４
３
年

に
、
幕
府
が
16
の
大
名
家
を
指
名
し
て
、
消
防
隊
を

つ
く
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
が
「
大だ
い
み
ょ
う
び
け
し

名
火
消
」

で
、
江
戸
城
や
武
士
の
家
を
火
事
か
ら
守
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
明
暦
の
大
火
後
、
早
速
１
６
５
８

年
に
幕
府
は
消
防
体
制
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
。
ま

ず
、
定じ
ょ
う
び
け
し

火
消
と
い
う
幕
府
直
轄
の
火
消
し
役
を
置

き
、
武
家
地
の
消
防
体
制
を
強
化
し
た
。
８
代
将
軍

徳
川
吉
宗
の
時
代
に
、
火
災
に
よ
る
幕
府
財
政
の

ひ
っ
迫
防
止
の
た
め
、
町
人
地
に
は
と
び
職
を
中
心

と
し
た
町
火
消
が
制
度
化
さ
れ
る
。
と
び
職
が
活
躍

し
た
の
は
、
消
火
方
法
が
主
に
破
壊
消
防
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
消
防
団
の
始
ま
り
と
も
言
わ

れ
る
。
町
火
消
は
１
万
人
以
上
の
人
員
を
有
し
、
最

初
は
町
人
地
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
武
家
地
の

消
火
活
動
も
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
町
民
パ
ワ
ー

が
江
戸
の
町
を
大
火
か
ら
守
っ
た
。

明
治
期
か
ら
大
正
期
の
消
防
体
制

　

明
治
維
新
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
る
も
の
の
、
私
設

消
防
か
ら
公
設
消
防
へ
と
比
重
が
移
っ
て
い
く
。
東

京
で
は
、
明
治
17
年
に
警
視
庁
が
直
轄
し
た
消
防
署

が
置
か
れ
、
大
正
時
代
に
は
水
道
が
普
及
し
、
そ
の

消
火
栓
を
活
用
し
た
消
防
自
動
車
が
大
量
に
導
入
さ

れ
る
。
関
東
大
震
災
当
時
、
警
視
庁
消
防
部
に
は
６

消
防
署
に
８
４
２
人
の
常
備
消
防
員
が
お
り
、
加
え

て
予
備
消
防
員
が
１
４
０
２
人
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
に
比
べ
る
と
人
数
は
相
当
に
減
少
し

て
い
る
。

　

こ
の
頃
、
大
規
模
な
火
災
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し

な
く
な
っ
た
。
消
防
自
動
車
で
火
事
は
消
せ
る
、

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
関
東
大
震
災

江
戸
の
大
火
と
関
東
大
震
災
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が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
地
震
の
揺
れ
で
、
水
道
、

消
火
栓
は
ほ
と
ん
ど
断
水
に
な
り
、
消
防
自
動
車

は
そ
の
性
能
を
発
揮
で
き
ず
、
火
災
は
拡
大
し
て

い
っ
た
。

　

一
方
で
、
神
田
和
泉
町
・
佐
久
間
町
な
ど
焼
失
を

免
れ
た
地
区
で
は
「
市
民
の
バ
ケ
ツ
の
水
に
よ
る
消

火
や
建
物
を
破
壊
し
て
延
焼
を
阻
止
す
る
破
壊
消
防

が
効
果
を
上
げ
て
い
る
」（「
災
害
教
訓
の
継
承
に
関

す
る
専
門
調
査
会
報
告
書
」、
平
成
18
年
７
月
）。

昭
和
期
以
降
の
消
防

　

昭
和
５
年
、
関
東
大
震
災
の
教
訓
か
ら
東
京
府
、

東
京
市
と
各
種
団
体
が
震
災
や
空
襲
に
対
処
す
る
た

め
の
市
民
の
自
衛
組
織「
防
護
団
」を
設
立
す
る
。
防

護
団
は
、
警
護
班
、
警
報
班
、
防
火
班
な
ど
９
班
か

ら
な
り
、
防
火
班
は
火
災
時
に
消
防
職
員
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
東
京
で
誕
生
し
た
防
護
団

は
や
が
て
全
国
に
普
及
し
、
昭
和
12
年
の
日
華
事
変

時
に
は
、
団
員
は
４
０
０
万
人
を
数
え
る
に
至
っ

た
。
こ
の
頃
、
防
空
体
制
を
整
備
す
る
必
要
か
ら
、

昭
和
14
年
の
勅
令
を
も
っ
て「
警
防
団
令
」が
施
行
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
町
火
消
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
き
た
消
防
組
は
消
滅
し
、
防
護
団
と
合
体
し

て
新
た
に
民
間
防
空
群
の
主
軸
と
し
て
警
防
団
が
発

足
し
た
。

　

戦
後
に
な
る
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
よ
り
、
消
防
組

織
法
が
成
立
し
、
消
防
が
警
察
か
ら
独
立
し
て
全
て

市
町
村
の
責
務
に
移
さ
れ
た
。
消
防
団
に
対
す
る
指

揮
監
督
権
が
市
町
村
長
、
消
防
長
ま
た
は
消
防
署
長

に
移
さ
れ
、
現
在
の
仕
組
み
が
ほ
ぼ
整
っ
て
い
く
。

消
防
団
の
状
況

　

消
防
団
の
人
員
数
は
、
令
和
４

年
度
に
全
国
で
約
78
万
４
０
０
０

人
と
初
め
て
80
万
人
を
割
り
込
ん

で
い
る（
図
参
照
）。

　

昭
和
20
年
代
に
は
２
０
０
万
人

を
誇
っ
た
消
防
団
員
だ
が
、
一
貫

し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。
近
年

は
20
代
、
30
代
の
入
団
者
数
が
特

に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
相
当

に
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

産
業
構
造
の
変
化
で
第
１
次
産

業
や
自
営
業
の
従
事
者
が
減
っ
た

こ
と
や
、
親
や
親
族
が
消
防
団
員
で
、
そ
の
関
係
か

ら
加
入
が
当
然
視
さ
れ
た
時
代
が
過
ぎ
去
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
世
代
と
若
年
層
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
く
、
年
功
序
列
型
の
指
揮
命
令
型
組
織

に
、
若
年
層
が
新
た
に
下
積
か
ら
入
っ
て
い
く
に
は

抵
抗
が
強
い
。

　

過
去
の
火
災
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
住
民
パ
ワ
ー

の
衰
え
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
民
間
資
格
の
防
災
士
は
２
０
０
２
年
に

創
設
さ
れ
た
が
、
２
０
２
２
年
12
月
現
在
で
24
万 

３
４
６
０
人
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
１
月
だ
け

で
２
５
２
９
人
が
新
た
に
認
証
さ
れ
て
い
る
（
出

典
：
日
本
防
災
士
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
や
り
方
次
第
で
住
民
の
意
欲
は

高
め
ら
れ
る
と
感
じ
る
。
20
代
や
30
代
の
持
つ
社
会

貢
献
意
識
や
や
り
が
い
を
高
め
る
仕
組
み
、
時
間
、

場
所
に
束
縛
さ
れ
な
い
貢
献
方
法
、
同

年
代
で
活
動
で
き
る
消
防
団
内
カ
ン
パ

ニ
ー
制
度
の
よ
う
な
も
の
を
開
発
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
企
業
に
は

自
衛
消
防
隊
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
、
大
災
害
時
に
そ
の
力
を
社
会
的
に

生
か
す
制
度
設
計
も
重
要
だ
。

　

大
規
模
な
災
害
を
防
ぎ
、
最
小
限
に

と
ど
め
る
に
は
、
住
民
パ
ワ
ー
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
い
ま
一
度
、

肝
に
銘
じ
た
い
。
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